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論
考

九
州
大
学
所
蔵
二
十
巻
本
『
三
国
志
伝
』
に
つ
い
て

中
川

諭

一

九
州
大
学
附
属
図
書
館
に
『
三
国
志
演
義
』
の
版
本
が
二
種
類
蔵
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
一
本
は
『
李
卓
吾
先
生
批
評
三
国
志
』
と
題
す
る
い
わ
ゆ
る
「
李
卓
吾

本
」
で
あ
る
。
封
面
に
「
聖
嘆
外
書
」
・
「
嘉
興
九
思
堂
藏
板
」
と
記
さ
れ
て
い

る
が
、
実
際
に
は
李
卓
吾
乙
本
で
あ
り
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
・
フ
ラ
ン

ス
国
家
図
書
館
蔵
本
と
同
版
で
あ
る
。

（

一

）

も
う
一
本
は
、
巻
一
巻
頭
書
名
を
『
攷
訂
按
鑑
通
俗
演
義
三
国
志
伝
』
と
題
す

る
二
十
巻
本
で
、
巻
一
と
巻
六
か
ら
巻
十
ま
で
あ
わ
せ
て
六
巻
の
み
残
っ
て
い
る
。

封
面
・
序
文
・
目
録
な
ど
は
す
べ
て
逸
し
、
出
版
年
や
出
版
書
肆
名
は
不
明
で
あ

る
。
巻
一
第
一
行
の
書
名
の
横
に
作
者
名
・
編
集
者
名
・
出
版
書
肆
名
が
記
さ
れ

る
が
、
破
損
が
大
き
く
、
「
東
原
〜
／
古
臨
～
／
三
建

書
〜
」
の
み
は
っ
き
り

と
読
み
取
れ
る
。
本
文
の
大
部
分
は
半
葉
全
体
が
本
文
と
な
っ
て
い
る
が
、
二
、

三
葉
ご
と
に
一
半
葉
が
上
図
下
文
に
な
っ
て
い
る
。
行
款
は
、
半
葉
全
体
が
本
文

の
場
合
は
十
四
行
行
三
十
二
字
で
、
上
図
下
文
の
場
合
は
十
四
行
行
二
十
三
字
で

あ
る
。
（
以
降
「
九
大

巻
本
」
と
称
す
る
。
）

20

二
〇
一
三
年
八
月
に
筆
者
は
九
州
大
学
附
属
図
書
館
を
訪
れ
、
本
館
所
蔵
の
李

卓
吾
本
を
調
査
し
た
。
そ
の
際
『
九
州
大
学
附
属
図
書
館
漢
籍
目
録
』
を
目
睹
し
、

本
館
に
二
十
巻
本
の
『
三
国
志
演
義
』
が
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の

本
を
実
際
に
見
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
報
告
さ
れ
て
い
な
い
新
資
料
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
帰
京
後
、
第
十
二
回
中
国
古
代
小
説
・
戯
曲
文
献
曁
数
字
化
国
際

研
討
会
で
発
表
す
る
た
め
に
、
わ
ず
か
二
週
間
の
慌
た
だ
し
い
中
、
「
关
于
九
州

大
学
所
藏
《
三
国
志
演
义
》
两
种
」
と
い
う
一
文
を
書
い
た
。
（
以
降
「
二
〇
一

（

二

）

三
年
前
稿
」
と
称
す
る
。
）
こ
の
二
十
巻
本
『
三
国
志
演
義
』
に
つ
い
て
、
筆
者

は
二
十
巻
簡
本
系
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
に
分
類
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

九
大

巻
本
一
定
是
很
接
近
于
诚
德
堂
本
的
一
本
。
而
且
，
九
大

巻
本

20

20

的
插
图
方
式
与
诚
德
堂
本
很
相
似
，
因
此
，
可
以
说
，
九
大

巻
本
与
诚

20

德
堂
本
有
较
近
的
关
系
。

し
か
し
こ
の
時
は
学
会
開
催
ま
で
わ
ず
か
な
時
間
し
か
な
く
、
新
資
料
の
ニ
ュ

ー
ス
性
を
重
視
し
た
た
め
、
十
分
な
調
査
と
考
察
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
と
り
あ
え

ず
の
結
論
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

程
国
賦
・
鄭
子
成
は
「
日
本
九
州
大
学
藏
《
考
订
按
鉴
通
俗
演
义
三
国
志
传
》

考
」
（
以
降
「
程
文
」
と
称
す
る
）
に
お
い
て
、
九
大

巻
本
を
と
り
あ
げ
、
そ

（

三

）

20

の
本
文
に
つ
い
て
、

综
合
以
上
关
于
九
大

巻
本
现
存
六
卷
与
其
他
版
本
的
对
比
，
九
大

巻

20

20

本
不
是
一
个
拼
凑
而
成
的
版
本
，
属
于
魏
安
所
说
的

分
支
，
亦
即
中
川

D1

谕
所
说
的
二
十
卷
简
本
系
统
中
的
志
传
小
系
统
，
与
朱
鼎
臣
本
、
诚
德
堂

本
、
忠
正
堂
本
、
乔
山
堂
本
、
天
理
藏
本
以
及
黄
正
甫
本
关
系
密
切
。

九州大学所蔵二十巻本『三国志伝』について



- 88 -

九州大学所蔵二十巻本『三国志伝』について

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
図
像
に
つ
い
て
、
「
九
大

巻
本
此
图
之
所
以
能
超
越
诸

20

多
建
本
，
应
是
取
法
周
曰
校
本
的
插
图
以
及
围
绕
则
目
内
容
绘
制
插
图
的
方

式
。
」
と
述
べ
、
「
張
飛
怒
鞭
督
郵
」
の
場
面
の
図
像
を
例
に
し
て
、
「
在
造
景
、

人
物
刻
画
方
面
达
不
到
那
般
精
细
，
但
整
体
构
思
却
是
一
致
的
。
」
と
九
大

巻
20

本
と
周
曰
校
本
の
挿
図
の
類
似
性
を
主
張
し
て
い
る
。

周
文
業
「
从
日
本
九
州
大
学
藏
朱
鼎
臣
本
看
『
三
国
演
义
』
简
本
志
传
小
系
列

演
化
」
で
は
、
筆
者
の
二
〇
一
三
年
前
稿
を
紹
介
す
る
一
方
、
程
文
の
結
論
が
筆

（

四

）

者
の
二
〇
一
三
前
稿
の
結
論
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
九
大

巻
本
の
図
像

20

が
周
曰
校
本
に
似
て
い
る
と
い
う
指
摘
に
反
対
し
て
い
る
。
そ
し
て
巻
一
冒
頭
の

署
名
に
つ
い
て
、
「
古
臨
」
の
下
の
破
損
部
分
に
つ
い
て
、
「
冲
懐

朱
鼎
臣
」

で
あ
る
と
推
測
す
る
。
さ
ら
に
「
三
建
」
は
地
名
で
あ
り
、
「
三
建

書
林
」
の

下
に
来
る
書
肆
名
は
い
く
つ
か
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
あ
る
と
推
測
す
る
。
そ

し
て
九
大

巻
本
が
朱
鼎
臣
の
編
集
で
あ
る
以
上
、
九
大

巻
本
と
い
わ
ゆ
る
朱

20

20

鼎
臣
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
本
文
の
を
比
較
し
た
後
、
「
应
该
是
九
州
本
在
前
，

朱
鼎
臣
本
在
后
」
と
述
べ
る
。

以
上
三
篇
の
先
行
研
究
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

筆
者
の
二
〇
一
三
年
前
稿
は
慌
た
だ
し
い
中
で
執
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、
改
め
て

考
察
し
な
お
す
必
要
が
あ
る
。
程
文
は
、
九
大

巻
本
の
本
文
に
つ
い
て
は
た
だ

20

簡
本
系
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
に
属
す
る
と
述
べ
る
の
み
で
あ
り
、
こ
の
点
は
正
し

い
も
の
の
、
筆
者
の
二
〇
一
三
年
前
稿
の
結
論
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た

九
大

巻
本
の
図
像
に
つ
い
て
、
周
曰
校
本
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
述
べ
て
い

20

る
。
周
曰
校
本
は
繁
本
二
十
四
巻
系
に
属
す
る
版
本
で
あ
り
、
簡
本
系
の
九
大
20

巻
本
と
は
系
統
を
大
き
く
異
に
し
、
文
章
・
内
容
も
そ
の
差
は
大
き
い
。
ま
た
周

曰
校
本
の
図
像
は
各
則
ご
と
に
見
ら
れ
、
形
式
も
前
後
二
つ
の
半
葉
を
あ
わ
せ
て

一
枚
の
図
像
と
な
り
、
こ
の
点
で
も
九
大

巻
本
と
大
き
く
異
な
る
。
さ
ら
に
検

20

討
す
る
余
地
が
あ
ろ
う
。
巻
一
冒
頭
の
署
名
に
つ
い
て
は
、
「
三
建
書
林
」
を

「
劉
龍
田
喬
山
堂
」
だ
と
す
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
「
三
建
」
は
地
名
で
あ
り
、

「
三
建
書
林
」
は
「
三
建
」
地
域
に
あ
る
「
書
林
」
の
意
味
で
あ
っ
て
、
書
肆
名

そ
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
が
「
劉
龍
田
喬
山
堂
」
で
あ
る
可
能
性
は
排
除
し
な

い
が
、
さ
ら
に
別
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
周
文
業
氏
の
意
見
は
、
筆
者
は

概
ね
同
意
し
た
い
。
し
か
し
朱
鼎
臣
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。

本
稿
は
、
以
上
三
篇
の
研
究
に
基
づ
き
、
あ
ら
た
め
て
九
大

巻
本
の
本
文
と

20

図
像
を
検
討
し
、
九
大

巻
本
の
本
文
の
性
質
・
図
像
の
特
徴
と
こ
の
本
の
『
三

20

国
志
演
義
』
諸
本
変
遷
過
程
上
の
位
置
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

筆
者
は
二
〇
一
三
年
前
稿
の
中
で
、
劉
備
・
曹
操
・
孫
堅
の
若
い
頃
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
（
少
時
説
話
）
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
九
大

巻
本
が
簡
本
「
志
伝
グ
ル

20

ー
プ
」
に
属
す
る
と
判
断
し
た
。
し
か
し
最
近
の
筆
者
の
研
究
に
よ
っ
て
、
い
く

つ
か
の
『
三
国
英
雄
志
伝
』
に
も
少
時
説
話
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
よ

っ
て
少
時
説
話
の
有
無
だ
け
で
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
に
属
す
る
の
か
「
英
雄
志
伝

グ
ル
ー
プ
」
に
属
す
る
の
か
の
判
断
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
少
時
説
話
以
外
の

文
章
か
ら
、
改
め
て
九
大

巻
本
が
属
す
る
系
統
を
判
断
し
た
い
。

20

劉
備
・
関
羽
・
張
飛
は
、
黄
巾
賊
を
討
伐
す
る
た
め
に
盧
植
の
も
と
に
や
っ
て

き
た
が
、
盧
植
は
讒
言
に
遭
い
、
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
劉
備
た
ち
三
人
は
致
し
方

な
く
、
涿
郡
に
帰
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
途
中
、
官
軍
が
黄
巾
賊
に
打
ち
負
か
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
出
会
っ
た
。

（

五

）

○
九
大

巻
本
卷
一
「
劉
玄
徳
斬
寇
立
功
」

20



- 89 -

九州大学所蔵二十巻本『三国志伝』について

周
曰
校
本

余
象
斗
本

朱
鼎
臣
本

楊
美
生
本

九
大

巻
本

（

六

）

（

七

）

（

八

）

（

九

）

20

行
無

二
日
，
忽
聞
山
後
喊

行

到
二
日
，
忽
聞
山
後
喊

行

到
二
日
，
忽
聞
山
後
喊

忽
聞
山
後
喊

行

到
二
日
，
忽
聞
山
後
喊

聲
大
震
，

殺
氣
遮
天
。
玄
徳

声
大

舉
，
殺
氣
遮
天
。
玄
徳

声
，

玄
徳

声
，

玄
徳

声
，

玄
徳

引
𨵿
張
縱
馬
，
上
髙
岡
望
之
，

引
関
張
縦
馬
，
上
高
崗
望
之
，

縦
馬
，
上
高
岡
望
之
，

見
漢

軍

大
敗
，
後
面
漫
山

見
漢

兵
大
敗
，
後
面
漫
山

見
漢

軍

大
敗
，

見

官
軍

大
敗
，

見
漢

軍
大
敗
，

塞
野
，
黄
巾
盖
地
而
来
，
旗
幡

塞
野
，

盖
地
而
来
，
旗

大
書

天
公
将
軍
。

號
大
書

天
公
将
軍
。

賊
陣
中
乃
天
公
将
軍
旗

玄
徳
曰
，
「
此
必
是
張
角

玄
徳
曰
，
「
此
必
是
張
角

號
。
玄
徳
曰
，
「
此
必
是
張
角

也
。
可
速
𢧐
之
。
」

也
。
可
速
𢧐
之
。
」

賊
兵
赶
殺
來
。

也
。
可
速
𢧐
之
。
」

賊
兵
赶
殺
来
。

三
人
飞
馬
引
軍
，
噪
皷

而

三
人
飛
馬
引

兵
，

鼓
譟
而

三
人
飛

三
人
飛
馬

而

三
人
飛
馬

出
。
張
角
正
殺
敗

董
卓
，
乗

出
。
張
角
正
殺
敗

董
卓
，
乗

殺

進
，

出
，
張
角
正

敗

董
卓
，
乗

殺

進
，

勢
趕
来
，
忽
見
山
背
後
一
彪
人

勢
趕
来
，
忽
見
山
背
後
一
彪
人

势
赶
来
，

馬
飛
出
，
當
先
玄
徳
，

左
有

馬
飛
出
，
當
先
玄
徳
，

左
有

玄
徳
領

𨵿
公
，
右
有
張
飛
衝

殺
，

関
羽
，
右
有
張
飛
衝
殺

出
，

関

張

冲
殺
，

角
軍
大
亂
，

角
軍
大
亂
，

賊
兵
敗
走
，

賊
兵
敗
走
，

赶
追

五
十
餘
里
，
救

趕

退
五
十
餘
里
，
救

救

救

救

了
董
卓
囬
寨
。

了
董
卓
回
寨
。

了
董
卓
回
寨
。

了
董
卓
回
寨
。

了
董
卓
回
寨
。

こ
の
例
を
見
る
と
、
簡
本
系
の
朱
鼎
臣
本
と
楊
美
生
本
の
文
章
は
、
繁
本
系
の

周
曰
校
本
と
余
象
斗
本
に
比
べ
て
簡
略
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
簡
略
に
な
っ
た

文
章
は
、
朱
鼎
臣
本
と
楊
美
生
本
と
で
多
少
の
違
い
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
朱
鼎

臣
本
で
「
玄
徳
見
漢
軍
大
敗
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
楊
美
生
本
で
は
「
玄

徳
縦
馬
上
高
岡
望
之
，
見
官
軍
大
敗
」
と
な
っ
て
い
る
。
他
に
も
、
朱
鼎
臣
本
の

「
三
人
飛
殺
進
」
は
、
楊
美
生
本
で
は
「
三
人
飛
馬
而
出
，
張
角
正
敗
董
卓
，
乗

势
赶
来
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
朱
鼎
臣
本
と
楊
美
生
本
は
と
も
に
簡
本
系
に

属
す
る
版
本
で
あ
る
が
、
文
章
に
い
さ
さ
か
違
い
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
が
す
な
わ

ち
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
と
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
と
の
違
い
で
あ
る
。
そ
こ
で

九
大

巻
本
の
文
章
を
見
て
み
る
と
、
楊
美
生
本
よ
り
も
朱
鼎
臣
本
に
近
く
、

20

「
玄
徳
見
漢
軍
大
敗
」
・
「
三
人
飛
馬
殺
進
」
と
い
う
文
字
が
見
え
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
九
大

巻
本
は
簡
本
系
の
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
に
属
す
る
版
本
で
あ
る

20

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
例
は
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
の
文
章
が
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
よ
り
も
短
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く
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
の
文
章
が
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー

プ
」
よ
り
も
長
く
な
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。
徐
庶
は
劉
備
と
別
れ
て
曹
操
の
も
と

に
行
く
時
、
劉
備
に
諸
葛
亮
の
名
前
を
告
げ
た
。
劉
備
は
「
臥
龍
」
が
諸
葛
亮
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
隆
中
の
諸
葛
亮
の
草
庵
に
出
か
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ

の
時
司
馬
徽
が
訪
ね
て
き
た
の
で
、
劉
備
は
司
馬
徽
に
諸
葛
亮
が
ど
の
よ
う
な
人

物
な
の
か
を
尋
ね
た
。

○
九
大

巻
本

巻
七
「
劉
玄
德
三
顧
諸
葛
亮
」

20

周
曰
校
本

余
象
斗
本

朱
鼎
臣
本

楊
美
生
本

九
大

巻
本

20

徽
曰
「
其

人
乃
瑯
琊

郡
人

徽
曰
「
其

人
乃
瑯
琊
陽
郡
人

徽
曰
「
其

人

徽
曰
「

此
人

徽
曰
「
此
人

也
。

愽
凌
崔
州
平
、
頴
川
石

也
。

慱
陵
漼
州
平
、
穎
川
石

與
愽
陵
崔
州
平
、
頴
川
石

與
博
陵
崔
州
平
、
頴
川
石

與
□
陵
崔
州
平
、
頴
川
石

廣
元
、
汝
南
孟
公
威
并
徐
元
直

廣
元
、
汝
南
孟
公
威
并
徐
元
直

廣
元
、
汝
南
孟
公
威
、
徐
元
直

廣
元
、
汝
南
孟
公
威
并
徐
元
直

廣
元
、
汝
南
孟
公
威
、

元
直

為
友
甚
宻
，
常
一
處
學
業
。
此

為
友
甚
宻
，
常
一
𠁅
學
業
。
此

為
友
甚
宻
，
常
一
𠁅
斈
業
。
此

為
友
，

一
処
學
業
。
此

為
友
，

一
處
學
業
。
此

四
人

四
人
唯
孔
明
獨
覌
大
略
，
可
見

四
人

四
人

四
人

務
於

其
人
之
智
也
。
其
四
人

務

各
務

務

各
務

精
熟
，
惟
孔
明
獨
觀

其

在
精
熟
，
惟
孔
明

純
粹
其

精
孰
，
惟
孔
明
独
覌

在
精
熟
，
惟
孔
明
独
覌

精
熟
，
惟
□
明
獨
覌

大
畧
，
每
晨
夜
相
随
，
孔
明

人
大
畧
，

大
畧
，

大
畧
，

大
畧
，

自
抱
𦞃
長
嘯

而
指
四
人
曰

自
抱
膝
長

𥬇

而
指
四
人
曰

抱
膝
長

笑

曰

抱
𦞃
長

吟
。
」

袍
膝
長

𥬇

曰

『
汝
等

仕
進
，
可
至
剌
史
郡

『
汝
䓁

仕
進
，
可
至
剌
史
郡

『
汝

𣣔
仕
進
，
可
至
刺
史
郡

『
汝
䒭

仕
進
，
可
至
刺
史
郡

守
也
。
』
衆
皆

問
孔
明
其
志

守
也
。
』
衆

都
問

其
志

守
也
。
』
衆

都
問

其
志

守

。
』
衆

問

其
志

若
何
，
孔
明
但
笑
而
不
荅
，

𠰥
何
，
孔
明
但
𥬇
而
不
荅
。
此

若
何
，
孔
明

𥬇
而
不
荅
。

若
何
，
孔
明

𥬇
而
不
□
，

可
見
其
人
之
志
了
。
」

玄
德

可
見
其
人
之
志

也
。
」
玄
徳

可
見
其

志

也
。
」
玄
徳

玄
徳

可
見
其
人
之
志
。
」

曰
「
何
穎
川

多
賢

曰
「
何

𨼆
多
𠤕

曰
「

頴
川

夛
𠤕

曰
「

頴
川
何

多
賢
士

備
曰
「

頴
川

賢

乎
。
」

哉
。
」

哉
。
」

哉
。
」

哉
。
」

こ
の
例
を
見
る
と
、
簡
本
系
の
朱
鼎
臣
本
・
楊
美
生
本
・
九
大

巻
本
の
文
章

20

は
、
繁
本
系
の
周
曰
校
本
・
余
象
斗
本
よ
り
短
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
細
か
く

見
る
と
、
朱
鼎
臣
本
と
九
大

巻
本
の
文
章
は
楊
美
生
本
よ
り
も
少
し
長
く
、

20

「
『
汝
𣣔
仕
進
，
可
至
刺
史
郡
守
也
。
』
衆
都
問
其
志
若
何
，
孔
明
𥬇
而
不
答
。

可
見
其
志
也
。
」
と
い
う
数
句
が
あ
る
が
、
楊
美
生
本
に
は
そ
れ
が
な
い
。
こ
れ

も
簡
本
系
の
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
と
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
の
文
章
の
違
い
で

あ
る
。
こ
の
例
に
お
い
て
も
、
九
大

巻
本
の
文
章
が
朱
鼎
臣
本
と
大
差
な
く
、

20

楊
美
生
本
と
多
少
の
違
い
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
九
大

巻
本
は
や
は
り

20
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簡
本
系
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
に
属
す
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

で
は
、
簡
本
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
の
中
で
、
九
大

巻
本
は
ど
の
よ
う
な
位
置

20

に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

次
の
例
を
見
て
み
よ
う
。
孫
堅
は
建
章
宮
で
天
象
を
見
て
い
る
と
、
五
色
の
光

が
天
に
向
か
っ
て
輝
い
て
い
る
の
が
見
え
た
。
そ
の
光
の
起
こ
る
と
こ
ろ
を
探
し

て
い
る
と
、
古
井
戸
か
ら
光
が
立
ち
上
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
。
孫
堅
は
兵
士

に
古
井
戸
の
中
を
浚
わ
せ
る
と
、
ひ
と
つ
の
玉
璽
が
見
つ
か
っ
た
。

○
九
大

巻
本

巻
一
「
袁
紹
孫
堅
奪
玊
璽
」

20

朱
鼎
臣
本

誠
徳
堂
本

黄
正
甫
本

九
大

巻
本

（
一
〇
）

20

普
曰
「
此
傳
国
玺
也
。

春
秋
時
，
楚

普
曰
「
此
傳
国
玺
也
。

春
秋
時
，
楚

普
曰
「
此
傳
国
璽
也
。
昔
春
秋
時
，
楚

普
曰
「
化
傳
國
玺
也
。
昔
春
秋
時
，
楚

人
下
和
扵
扵
山
之
下
見
凨
凰
棲

其
石

人
卞
和
於
荊
山
之
下
見
鳳
凰
棲
于

石

人
卞
和
扵
荊
山
之
下
見
鳳
凰
棲
于

石

人
卞
和
於
荊
山
之
下
見
鳳
凰
棲
于

石

，
進
之

楚
文
王
，
觧
之
，
果
見
王

上
，
進
之

楚
文
王
，
觧
之
，
果
見
玉

上
，
進

于
楚
文
王
，
觧
之
，
果
見

上
，
進
之

楚
文
王
，
觧
之
，
果
見

璞
。

秦
始
皇
令

良
匠
琢
為
玉
玺
，

璞
。

秦
始
皇
令

良
匠
琢
為
玉
玺
，

璞
王
。
秦
始
王

命
良
匠

為
玉
璽
，

璞
玉
。
秦
始
皇
令

良

琢
為
玉
璽
，

李
斯
篆
八
字

其
上
，
名
曰
，
傳
国

李
斯
篆
八
字
于
其
上
，
名
曰
，
傳
国

李
斯
篆
八
字
于
其
上
，
名
曰
，
傳
国

李
斯
篆
八
字
于
其
上
，
名
曰
，
傳
国

玺
。
秦
始
皇
崩
，
子
嬰

献
于

髙

玺
。
秦
始
皇
崩
，
子
嬰
将
玺
献
于
漢
髙

璽
。
秦
始
皇
崩
，
子
嬰
将
玺
献
于
漢
髙

璽
。
秦
始
皇
崩
，
子
嬰
將
璽
献
于
漢
髙

祖
皇
帝
。
後
至
王
莾
篡
逆
，
元
后
拽
印

祖
。

后
至
王
莾
篡
逆
，
元
后
拽
印

祖
。

後
至
王
莾
篡
逆
，
元
后

祖
。

後
至
王
莾
篡
逆
，
元
后
拽
印

井
攔

上
去
其
一
角
，
以
金
厢

于
井
欄

上
去
其
一
角
，
以
金

擲
璽
于
井

上
去
其
一
角
，
以
金

于
井
不
上
去
其
一
角
，
以
金

之
。
光
武
得
此
宝

扵
冝

陽
，

箱
之
。
光
武
得
此
宝

于
冝

阳
，

箱
之
。
光
武
得
此
，
𧺫
于

南
陽
，

箱
之
。
光
武
得
此
實

于
宜

陽
，

傳
位
至
今
。
近
聞
十
常
侍
作
乱
，
刼
少

傳
位
至
今
。
近
聞
十
常
侍
作
乱
，
刼
少

傳
位
至
今
。
近
聞
卞
常
侍
作
乱
，
刼
少

傳
位
至
今
。
近
聞
十
常
侍
作
亂
，
刼
少

帝
出
北
門
山
，
囬
囬
失
此
玺
。
今
主
公

帝
出
北
邙
山
，
囬
囬
失
此
玺
。
今
主
公

帝
出

邙
山
，
囬
囬
失
此
璽
。
今
主
公

帝
出
北
邙
山
，
囬
囬
失
此
玺
。
今
主
公

見

此
玺
，
殆

天
授
。

主
公
必
有

見

此
玺
，
殆

天
授
。

主
公
必
有

得
此
璽
，

乃
天

賜
。
主
公
必
有

得
此
玺
，
殆

天
授
。

主
公
必
有

登
九
五
之
分
。
速

江
東
，
别
别

登
九
五
之
分
。
速
囬
江
東
，
別

登
九
五
之
分
。
速
囬
江
東
，

必
成

登
九
五
之
分
。
速
囬
江
東
，

大
事
。
」
堅
曰
「

大
事
。
」
堅
曰
「

大
事
。
」
坚
曰
「
吾
亦
知
此

則
固
大
事
。
」
堅
曰
「
吾

足
知
此

次
日

推
疾
辞
衆

次
日

推
疾
辞
衆

寳
，
正
與
汝
合
。

次
日
遂
推
疾
辞
衆

寶
，
正
與
汝
合
。
遂
次
日

推
疾
辞
衆

囬
軍
。
號
令
軍
中
勿
得
泄
漏
。
如
違
者

囬
軍
，
号
令
軍
中
勿
得
漏
泄
，
如
違
者

囬
軍
，
號
令
軍
中
勿
得
漏
洩
，
如
違
者

囬
軍
，
號
令
軍
中
勿
得
漏
泄
，
如
違
者

斬
。
」

斬
。
」

斬
。
」

斬
。
」

四
種
類
の
版
本
の
文
章
を
比
較
す
る
と
、
程
普
が
孫
堅
に
玉
璽
の
い
き
さ
つ
を

説
明
し
た
後
、
孫
堅
の
セ
リ
フ
の
中
で
、
九
大

巻
本
と
黄
正
甫
本
に
は
い
ず
れ

20
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も
「
吾
足
知
此
寶
，
正
與
汝
合
」
の
文
字
が
あ
る
が
、
朱
鼎
臣
本
と
誠
徳
堂
本
に

は
な
い
。
こ
の
例
か
ら
、
九
大

巻
本
の
文
章
は
黄
正
甫
本
に
近
く
、
九
大

巻

20

20

本
と
黄
正
甫
本
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
別
の
例
を
見
て
み
よ
う
。
張
松
は
曹
操
に
四
川
の
地
図
を
献
上
し
よ
う

と
し
た
が
、
曹
操
は
張
松
を
軽
く
あ
し
ら
っ
た
。
張
松
は
失
望
し
、
劉
備
の
仁
徳

を
思
い
出
し
て
、
荊
州
の
劉
備
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
た
。
趙
雲
・
関
羽
が
相
次
い

で
張
松
を
出
迎
え
る
と
、
張
松
は
感
激
し
て
、
荊
州
に
向
か
っ
た
。

○
九
大

巻
本

卷
十
「
張
松
還
難
楊
修
」

20

朱
鼎
臣
本

誠
徳
堂
本

黄
正
甫
本

九
大

巻
本

（
一
一
）

20

松

大
喜
，

上
馬
与
玄
徳

到

松

大
喜
，

上
馬
與
玄
徳

到

張
松

大
喜
，
即
上
馬
與
玄
徳
同
到

張
松
聞
說
大
喜
，
即
上
馬
與
玄
徳
同
到

城
内
。

玄
徳
設
宴
相

待
，

城
内
。

玄
徳
設
宴

管

待
，

扵
州
。
玄
徳
設
宴

欵
待
，
坐

扵
州
。
玄
德
設
宴

管

待
，
坐

並
不
提
起
西
川
一
事
，

並
不
提
起
西
川
之
事
，

聞
只
說
閑
話
，
並
不
提
起
西
川
一
事
，

聞
只
説
閑
話
，
並
不
提
起
西
川
一
事
，

无
非
動
問
刘
璋
安
否
、
并

川
中
人
物

無
非
動
問
刘
璋
安
否
，
并

川
中
人
物

無
非
動
問
劉
璋
安
否
，
并
問
川
中
人
物

無
非
動
問
劉
璋
安
否
，
併
問
川
中
人
物

。
松
一
应
荅
之
。

松

。
松
一
應
荅
之
。
張
松

何
如
。
松
一
應
荅
之
。
張
松
心
意
，
只

何
如
。
松
一
應
荅
之
。
張
松
心
意
，
只

等

玄
徳
開
言
問
及
川
中
兵
事
，
然
後

䒭
劉
玄
德
開
言
問
及
川
中
兵
事
，
然
後

說
之
。

玄
徳
與
孔
明
並
不
提
起
此
一

説
之
。
劉
玄
徳
與
孔
明
並
不
提
起
此
一

節
事
。

松
見
並
不

問
及
西
川
，
乃

節
事
，
張
松
見

不
動
問
及
，

乃

曰
「
今
皇
叔
守
扵
㐮
，
还
有
几

曰
「
今
皇
叔
守
扵
襄
，
还
有
幾

先
言
曰
「
今
皇
叔
守
扵
㐮
，
還
有
幾

先
言
曰
「
今
皇
叔
守
扵
㐮
，
還
有
幾

郡
。
」
孔
明

曰
「
扵
州
乃
暫
借

郡
。
」
孔
明

曰
「
扵
州
乃
暫
借

郡
。
」
孔
明
便
荅

曰
「
扵
州
乃
暫
借

郡
。
」
孔
明
便

囬
曰
「
扵
州
乃
暫
借

東
吳
的
，
每
匕

索
取
。

東
吳
的
，
每
匕
使
人

取
討
。

東
吳
的
，
每
匕
使
人
来
此

取
討
。
目

東
吳
的
，
每
匕
使
人
来
此

取
討
。
目

今

是
東
吳

女
婿
故
，
権

今

為
是

女
婿
，

權

今
只

為

皇
叔
是
女
婿
故
，
權

今

乃
為
是

女
婿
故
，
権
且

且

安
身
。
」

松
曰
「

東
吳

且

安
身
。
」

松
曰
「

東
吳

借
安
身
耳
。
」
松
曰
「
今
東
吳

安
身
耳
。
」

張
松
曰
「

東
吳
目
今

𢴃

六
郡

八
十
一
州
，

㨿

六
郡

八
十
一
州
，

占
㨿

六
郡
及
八
十
一
州
，
民
殷
國

㨿
却
六
郡
及
八
十
一
州
，
民
強
囯

不
知
足

也
。
」

不
知
足

也
。
」
厖

冨
，
由
且
貪
心

不

足
耶
。
」

龎

冨
，
由
且

自
不
知
足
耶
。
」

龎

統

曰
「

漢
朝
皇
叔
，
反
不
能

統

曰
「
吾
主

漢
朝
皇
叔
，
反
不
䏻

統
乃
曰
「
吾
主
乃
漢
朝
皇
叔
，
反
不
䏻

統
乃
曰
「
吾
主
乃
漢
朝
皇
叔
，
反
不
䏻

占
𢴃

州
郡
。
」

占
拠

州
郡
。
」

𢴃
占
州
郡
。
其
地
皆
漢
之
蟊
賊
，
以

占
㨿

州
郡
，
其
地
皆
漢
之
蟊
賊
，
以

覇
道
居
之
，
惟
智
者
覌
之
，
則
不
平

覇
道
居
之
。
惟
智
者
觀
之
，
則
不
平

玄
徳

曰
「
二
公
休

玄
徳

曰
「
二
公
休

焉
。
」

玄
徳

曰
「
二
公
休

焉
。
」
劉
皇
叔

乃
曰
「
二
公
休
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言
，

吾
有
何

徳
，
敢
望

高

言
，

吾
有
何

徳
，
敢
望

高

言
，

吾
有
何
恩
徳
，
敢
望
居
是
髙

言
，
玄
德

有
何
思
德
，
敢
望
居
是
高

位

位

而

守

位
，
而
想
守
是
城
池
南
面
以
視
人

位
，
而
想
守
是
城
池
南
面
以
視
人

乎
。
」

乎
。
」

乎
。
」

乎
。
」

こ
の
例
を
見
る
と
、
黄
正
甫
本
と
九
大

巻
本
の
文
章
は
、
朱
鼎
臣
本
・
誠
徳

20

堂
本
に
比
べ
て
長
く
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
黄
正
甫
本
と
九
大

巻
本
に
は

20

「
心
意
，
只
䒭
劉
玄
德
開
言
問
及
川
中
兵
事
，
然
後
説
之
。
劉
玄
徳
與
孔
明
並
不

提
起
此
一
節
事
，
張
松
見
不
動
問
及
，
乃
先
言
」
の
文
字
が
見
ら
れ
る
が
、
朱
鼎

臣
本
と
誠
徳
堂
本
に
は
な
い
。
ま
た
黄
正
甫
本
と
九
大

巻
本
に
は
「
其
地
皆
漢

20

之
蟊
賊
，
以
覇
道
居
之
。
惟
智
者
觀
之
，
則
不
平
焉
」
の
文
字
が
あ
る
が
、
朱
鼎

（
一
二
）

臣
本
と
誠
徳
堂
本
に
は
な
い
。
こ
の
例
は
、
九
大

巻
本
と
黄
正
甫
本
の
文
章
が

20

密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

筆
者
は
二
〇
一
三
年
前
稿
の
中
で
、
「
九
大

巻
本
与
诚
德
堂
本
有
较
近
的
关

20

系
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
朱
鼎
臣
本
を
加
え
て
、
も
う
一
度
そ
の
例
を
見
て
み
よ

う
。
青
州
太
守
龔
景
は
黄
巾
賊
に
攻
め
ら
れ
、
救
援
を
求
め
、
劉
焉
は
鄒
靖
に
劉

備
を
連
れ
て
青
州
を
助
け
に
行
か
せ
た
。
劉
備
・
関
羽
・
張
飛
は
三
方
か
ら
攻
め

る
と
、
賊
軍
は
敗
退
し
た
。

○
九
大

巻
本

巻
一
「
劉
玄
德
斬
寇
立
功
」

20

朱
鼎
臣
本

誠
徳
堂
本

天
理
図
本

黄
正
甫
本

九
大

巻
本

（
一
三
）

20

太
守
龔
景

率
兵
助
𢧐
，

太
守
龍
景

率
兵
助
𢧐
，

太
守
龔
景

率
兵
助
𢧐
，

龚
景
亦
率
兵

殺
出
，

太
守
龔
景

率
兵
助
戰
，

勦
戮
極
夛
，
餘

衆
散
走
，

勦
戮
極
夛
，
餘

衆
散
走
，

勦
戮
極
多
，
餘

衆
散
走
，

賊
衆

大

勦
戮
極
多
，
餘

衆
散
走
，

遂
觧
青
州
之
圍
。
太

遂
觧
青
州
之
圍
。
太

遂
觧
青
州
之
圍
。
太

潰
迯
散
，
遂
觧
青
州
之
圍
。

遂
觧
青
州
之
圍
。
太

守
犒
賞
三
軍
，
邹
靖
欲
。

守
犒
賞
三
軍
，
鄒
靖
欲
囬
。
玄

守
犒
賞
三
軍
，
鄒
靖
欲
囬
。

鄒
靖
欲
囬
。
玄

守
犒
賞
三
軍
，
鄒
靖
欲
囬
。
玄

備
曰
「
近
聞

常
山
侍
郎

徳

曰
「
近
聞
中
常

侍
郎

備
曰
「
近
聞
中
常

侍
郎

徳

曰
「
近
聞
中

郎
将

徳

曰
「
近
聞
中
常

侍
郎

盧
植
，
與
賊

𢧐
於
廣
宗
。

慮
植
，
與
賊

𢧐
於
廣
宗
。

盧
植
，
與
賊

𢧐
於
廣
宗
。

庐
植
，
與
賊
張
弟
𢧐
扵
廣
宗
。

慮
植
，
與
賊

戰
與
廣
宗
。

備
與
植
一
面
之
交
，

備
與
植
一
面
之
交
，

備
與
植
一
面
之
交
，

備

皆
與
公
孫

備
與
植
一
面
之
交
，

欲
同
徃

助
力

欲

徃
同

力

欲

徃
同

力

瓉
師
事
庐
植
，

同

力

欲

徃
同

力

破
賊
。
」

破
賊
。
」

破
賊
。
」

破
賊
何
如
。
」

破
賊
。
」

こ
の
例
を
見
る
と
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
は
大
差
は
な
い
が
、
し
か
し
黄
正
甫

本
の
文
章
の
み
い
さ
さ
か
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
率
兵
」
の
文

字
の
後
、
黄
正
甫
本
は
「
殺
出
，
賊
衆
大
潰
迯
散
」
と
あ
る
が
、
九
大

巻
本
も

20

合
わ
せ
て
そ
の
他
の
版
本
は
み
な
「
助
戰
，
勦
戮
極
多
，
餘
衆
散
走
」
と
な
っ
て
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い
て
、
黄
正
甫
本
の
み
が
異
な
っ
て
い
る
。
黄
正
甫
本
に
は
さ
ら
に
「
皆
與
公
孫

瓉
師
事
庐
植
」
と
い
う
文
字
が
見
え
る
が
、
そ
の
他
の
四
本
は
み
な
「
與
植
一
面

之
交
，
欲
徃
」
と
な
っ
て
い
て
、
黄
正
甫
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
次
の
よ
う
な
例
が
存
在
す
る
。
劉
備
は
劉
表
を
頼
っ
て
荊
州
に
行
っ
た
。

劉
表
は
跡
継
ぎ
問
題
を
劉
備
に
相
談
す
る
と
、
劉
備
は
劉
琦
を
跡
継
ぎ
に
し
て
、

長
幼
の
序
を
乱
す
べ
き
で
は
な
い
と
告
げ
た
。
蔡
瑁
は
そ
れ
を
聞
い
て
劉
備
を
深

く
憎
み
、
劉
備
を
殺
そ
う
と
考
え
た
。
伊
籍
が
蔡
瑁
の
計
略
を
察
知
し
、
こ
っ
そ

り
と
劉
備
に
告
げ
た
。

○
九
大

巻
本

巻
六
「
玄
徳
躍
馬
跳
檀
溪
」

20

朱
鼎
臣
本

誠
徳
堂
本

天
理
図
本

黄
正
甫
本

九
大

巻
本

20

伊
藉
把
盏
至
玄
徳
前
，
以
目
視

尹
藉
把
盏
至
玄
徳
前
，
以
目

伊
藉
把
盏
至
玄
徳
前
，
以
目
視

伊
籍
把
盏
至
玄
徳
前
，
以
目
視

尹
籍
把
盏
至
玄
徳
前
，
以
目

之
曰
「
請
更
衣
。
」
玄
徳
会

示
之
曰
「
請
更
衣
。
」
玄
徳
会

之
曰
「
請
更
衣
。
」
玄
徳
㑹

之
曰
「
請
更
衣
。
」
玄
徳
會

示
之
曰
「
請
更
衣
。
」
玄
徳
会

其
意
，
待
藉
把
遍
盏

拍

起

其
意
，
待
藉
把
遍
盏

推
起
如

其
意
，
待
藉
把
遍
盏

推
入

其
意
，

便

推
起

其
意
，
待
籍
把

盏
□

推
起

如

側
。

尹
藉
於
後
園
等
与

厠
。
尹
藉
于
后
園
䒭
与

如

厠
。
伊
藉
于
後
园
等
與

徃

厠
。
伊
籍
于
後
園
等

如

厠
。
尹
籍
于
後
园
䒭
與

玄
徳
曰

「

玄
徳
曰

「

玄
徳
曰

「

謂
玄
徳
曰

「
今
日
蔡
𤦛
欲
害

玄
德

云
「

城
外
東
南
北

皆
有
軍

城
外
東
南
北

皆
有
軍

城
外
東
南
北

皆
有
軍

使
君
，

東
南
北

皆
有
軍

城
外
東

北
南

有
軍

馬
，
惟
西

可
走
。
使
君
急
從

馬
，
惟
西

可
走
。
使
君
急
従

馬
，
惟
西

可
走
。
使
君
急
從

馬
，
惟
西
門
可
走
。
使
君

馬
，
惟
西

可
走
。
使
君
急
従

後

迯

去
，
勿

退
。

后

遁
去
，
勿
遲
。

後

遁
去
，
勿
遅
。

快

後
而
迯

去
，
勿
遲
慢
。

蔡

蔡
𤦛

蔡
𤦛

走
，
恐
蔡
𤦛
知
之
，
急
難
脫

恐
蔡
𤦛
知
之
，
急
難
脫

定
計
巳
夛
日
矣
。
」

定
計

多
日
矣
。
」

定
計

多
日
矣
。
」

身
。
𤦛
定
計

多
日
矣
。
」

身
。
𤦛
定
計

多
日
矣
。
」

こ
の
例
を
見
る
と
、
「
玄
德
会
其
意
」
と
い
う
文
字
の
後
、
九
大

巻
本
な
ど

20

に
は
い
ず
れ
も
「
待
藉
把
遍
盏
」
と
い
う
文
字
が
見
ら
れ
る
が
、
黄
正
甫
本
に
は

な
い
。
そ
の
後
、
伊
籍
が
劉
備
に
話
す
セ
リ
フ
の
中
で
、
黄
正
甫
本
の
み
「
今
日

蔡
𤦛
欲
害
使
君
」
と
い
う
文
字
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の
本
に
は
な
い
。
こ
の

例
に
お
け
る
こ
の
二
個
所
は
、
九
大

巻
本
が
黄
正
甫
本
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ

20

る
。
一
方
で
九
大

巻
本
と
黄
正
甫
本
に
は
い
ず
れ
に
も
「
恐
蔡
𤦛
知
之
，
急
難

20

脫
身
」
と
い
う
文
字
が
あ
る
が
、
朱
鼎
臣
本
・
誠
徳
堂
本
・
天
理
図
本
に
は
な
い
。

こ
こ
は
九
大

巻
本
の
文
字
と
黄
正
甫
本
が
一
致
し
て
い
る
。

20

以
上
の
四
つ
の
例
の
よ
う
に
、
九
大

巻
本
の
文
章
は
、
あ
る
と
こ
ろ
で
は
黄

20

正
甫
本
に
一
致
し
、
ま
た
あ
る
部
分
で
は
黄
正
甫
本
と
異
な
り
、
そ
の
他
の
「
志

伝
グ
ル
ー
プ
」
諸
本
の
文
章
と
一
致
す
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
い
い

の
で
あ
ろ
う
か
。

黄
正
甫
本
の
文
章
は
、
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
諸
本
の
中
で
は
少
々
特
殊
な
性
格

を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
黄
正
甫
本
の
文
章
の
特
殊
性
に
つ
い
て
、
筆
者
は
以
前

次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

（
一
四
）
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（
黄
正
甫
本
の
文
章
は
）
他
の
簡
本
系
諸
本
と
は
異
な
る
文
章
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
黄
正
甫
本
の
文
章
が
他
の
簡
本
系

諸
本
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
あ
る
個
所
で
は
二
十
巻
繁
本
系
に
近
か
っ
た
り
、

あ
る
個
所
で
は
繁
本
系
を
含
め
『
三
国
志
演
義
』
す
べ
て
の
版
本
と
異
な
る

ま
っ
た
く
黄
正
甫
本
独
自
の
文
章
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
前
者
は
簡
本
系

の
比
較
的
古
い
形
を
留
め
て
い
る
と
思
わ
れ
、
繁
本
系
か
ら
簡
本
系
が
分
化

し
て
い
る
過
程
を
あ
る
程
度
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
後
者
は
簡
本
系
に
属
す
る
版
本
の
文
章
が
改
め
ら
れ
て
い
く
側
面
を

示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

九
大

巻
本
が
黄
正
甫
本
に
近
い
と
こ
ろ
と
そ
の
他
の
簡
本
系
諸
本
と
近
い
と

20

こ
ろ
の
い
ず
れ
を
も
持
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
九
大

巻
本
は
黄
正
甫
本
と
簡

20

本
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
諸
本
と
の
間
に
位
置
す
る
版
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
簡
本
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
諸
本
の
中
で
、
九
大

巻
本
は
朱

20

鼎
臣
本
や
誠
徳
堂
本
よ
り
も
よ
り
黄
正
甫
本
に
近
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も

し
黄
正
甫
本
の
文
章
が
簡
本
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
の
文
章
か
ら
改
変
を
経
て
成
立

し
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
九
大

巻
本
の
文
章
は
、
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
の
文

20

章
が
改
変
さ
れ
て
黄
正
甫
本
の
文
章
が
成
立
す
る
前
の
過
渡
期
の
性
質
を
持
っ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
簡
本
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
諸
本
の
親
疎
の
関
係
は
、
次
の

図
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

三

続
い
て
、
九
大

巻
本
の
挿
図
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

20

九
大

巻
本
の
挿
図
は
上
図
下
文
形
式
で
あ
る
が
、
や
や
特
殊
で
も
あ
る
。
一

20

般
的
な
上
図
下
文
本
は
全
ペ
ー
ジ
に
挿
図
が
挿
入
さ
れ
る
が
、
九
大

巻
本
は
数

20

葉
ご
と
に
一
幅
の
図
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
式
を
持
つ
上
図
下
文

の
版
本
に
は
、
九
大

巻
本
の
他
、
誠
徳
堂
本
が
あ
る
。
そ
の
た
め
筆
者
は
二
〇

20

劉
龍
田
本

笈
郵
斎
本

朱
鼎
臣
本

黄
正
甫
本

九
大

巻
本

誠
徳
堂
本

忠
正
堂
本

天
理
図
本

費
守
斎
本

20
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一
三
年
前
稿
に
お
い
て
、
数
葉
ご
と
に
一
葉
の
上
図
下
文
の
形
式
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
九
大

巻
本
と
誠
徳
堂
本
が
密
接
な
関
係
に
あ
る

20

と
述
べ
た
。

（
一
五
）

そ
れ
で
は
、
九
大

巻
本
と
誠
徳
堂
本
と
で
挿
図
の
現
れ
る
場
所
・
内
容
は
ど

20

の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

程
文
に
お
い
て
す
で
に
九
大

巻
本
と
誠
徳
堂
本
の
図
の
題
目
を
比
較
し
て
、

20

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
一
六
）

现
存
六
卷
之
中
，
两
者
内
容
相
似
者
不
过

“
刘
玄
德
跃
马
跳
檀
溪
”
、
“玄
德

庄
上
见
诸
葛
”
、
“
孔
明
说
周
公
瑾
”
、
“七
星
台
诸
葛
亮
祭
风
”
四
则
，
其
余

均
有
较
大
差
异
。
还
有
九
大

巻
本
卷
一
“
董
卓
商
议
立
陈
留
王
”
和
诚
德

20

堂
本

“董
立
陈
留
为
帝
”
，
图
题
也
很
相
似
。

程
文
の
見
解
は
基
本
的
に
は
正
し
い
。
図
の
題
目
が
似
て
い
る
五
幅
の
う
ち
、

九
大

巻
本
の
「
孔
明
説
周
公
瑾
」
と
誠
徳
堂
本
の
「
諸
葛
參
見
周
瑜
」
の
図
像

20

は
比
較
的
似
て
い
る
（
図

・

）
。
い
ず
れ
も
三
人
の
人
物
が
描
か
れ
て
お
り
、

01

02

一
人
は
諸
葛
亮
、
一
人
は
魯
粛
、
一
人
は
周
瑜
で
、
三
人
は
み
な
屏
風
の
前
に
い

て
、
左
側
の
諸
葛
亮
と
中
央
の
魯
粛
は
周
瑜
の
方
を
向
き
、
右
側
の
周
瑜
は
諸
葛

亮
と
魯
粛
の
方
を
向
い
て
い
る
。
た
だ
し
九
大

巻
本
の
「
孔
明
説
周
公
瑾
」
の

20

図
像
は
三
人
と
も
椅
子
に
座
っ
て
い
る
が
、
誠
徳
堂
本
の
図
像
は
中
央
の
魯
粛
が

立
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
図
題
が
似
て
い
る
図
像
は
、
両
者
の
間
で
差
が
大
き
い
。

九
大

巻
本
と
誠
徳
堂
本
は
い
ず
れ
も
「
数
葉
一
幅
」
の
上
図
下
文
方
式
で
は
あ

20

る
が
、
し
か
し
挿
図
の
内
容
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
挿
図
に
つ
い
て
言
え
ば
、

こ
の
二
本
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
は
言
い
難
い
。

文
章
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
九
大

巻
本
と
黄
正
甫
本
が
比
較
的
近
い
関
係
に

20

あ
っ
た
。
で
は
図
像
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

【図01：九大20巻本08.08b挿図部分】

【図02：誠徳堂本08.09b挿図部分】

【図03：九大20巻本01.02b挿図部分】

【図04：黄正甫本01.03b挿図部分】



- 97 -

九州大学所蔵二十巻本『三国志伝』について

黄
正
甫
本
は
全
て
の
葉
で
上
図
下
文
で
あ
り
、
形
式
が
九
大

巻
本
と
異
な
る
。

20

中
に
は
よ
く
似
た
図
題
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
九
大

巻
本

20

の
「
□
□
□
□
斬
寇
立
功
」
と
黄
正
甫
本
の
「
關
羽
張
飛
斬
賊
建
功
」
（
図

・
03

）
は
、
九
大

巻
本
の
図
題
の
前
四
文
字
が
破
損
し
て
明
確
で
は
な
い
け
れ
ど

04

20

も
、
意
味
は
大
差
な
か
ろ
う
。
両
本
の
図
像
は
、
中
央
に
馬
に
乗
っ
た
張
飛
が
槍

を
持
っ
て
左
側
の
賊
将
を
斬
ろ
う
と
し
、
右
側
の
一
人
（
劉
備
？
）
が
そ
の
様
子

を
見
て
い
る
。
構
図
は
全
く
一
致
し
て
い
る
。

図
題
は
い
さ
さ
か
異
な
る
が
構
図
は
お
お
よ
そ
一
致
す
る
例
も
あ
る
。
た
と
え

ば
、
九
大

巻
本
の
「
劉
玄
德
智
娶
孫
夫
人
」
と
黄
正
甫
本
の
「
甘
露
寺
玄
德
拜

20

國
太
」
（
図

・

）
は
、
挿
図
の
題
目
は
少
々
異
な
っ
て
い
る
。
（
劉
備
は
喬

05

06

国
老
と
呉
国
太
に
拝
謁
し
、
呉
国
太
が
劉
備
の
姿
を
見
て
、
孫
夫
人
と
の
結
婚
を

認
め
る
。
両
本
の
図
題
は
異
な
る
が
、
そ
の
示
す
場
面
は
必
ず
し
も
異
な
る
も
の

で
は
な
い
。
）
両
本
の
図
像
を
見
る
と
、
右
側
に
呉
国
太
が
椅
子
に
座
り
、
真
ん

中
に
喬
国
老
が
立
ち
、
左
側
に
劉
備
が
い
る
。
呉
国
太
は
右
を
向
き
劉
備
と
喬
国

老
を
見
て
い
る
。
劉
備
と
喬
国
老
は
左
を
向
い
て
呉
国
太
を
見
て
い
る
。
三
人
の

背
景
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
九
大

巻
本
の
図
像
で
は
劉
備
は
立
っ
た
ま
ま

20

お
辞
儀
を
し
て
い
る
が
、
黄
正
甫
本
で
は
劉
備
は
跪
い
て
い
る
。
劉
備
の
仕
草
に

多
少
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
よ
く
似
た
図
像
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
九
大

巻
本
と
黄
正
甫
本
の
図
像
は
、
比
較
的
よ
く
似
て
い
る

20

も
の
が
い
く
ら
か
あ
る
一
方
で
、
図
題
が
同
じ
あ
る
い
は
似
て
い
て
も
構
図
が
全

く
異
な
る
も
の
も
大
変
多
い
。
図
像
に
つ
い
て
言
え
ば
、
九
大

巻
本
は
必
ず
し

20

も
黄
正
甫
本
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

程
文
は
「
九
大

巻
本
此
图
之
所
以
能
超
越
诸
多
建
本
，
应
是
取
法
周
曰
校
本

20

的
插
图
以
及
围
绕
则
目
内
容
绘
制
插
图
方
式
」
と
述
べ
、
そ
し
て
「
張
飛
鞭
督

郵
」
の
図
像
を
例
と
し
て
、
「
虽
然
九
大

巻
本
的
插
图
艺
术
水
准
比
不
上
周
曰

20

校
本
，
在
造
景
、
人
物
刻
画
方
面
达
不
到
那
般
精
细
，
但
整
体
构
思
却
是
一
致

的
」
と
、
九
大

巻
本
と
周
曰
校
本
の
図
像
の
類
似
性
を
主
張
す
る
。

20

周
知
の
よ
う
に
、
周
曰
校
本
は
繁
本
二
十
四
巻
系
の
一
つ
で
あ
り
、
九
大

巻
20

本
と
は
系
統
が
全
く
異
な
る
。
こ
の
点
か
ら
も
筆
者
は
程
文
に
対
し
て
疑
問
が
あ

る
。
周
曰
校
本
と
九
大

巻
本
の
図
像
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
ど
の
よ
う
な
関
係
に

20

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
程
文
が
例
と
し
て
用
い
て
い
る
「
張
飛
怒
鞭
督
郵
」
の
場
面
の
図
像
（
図

)

を
見
て
み
よ
う
。

07
九
大

巻
本
の
「
張
飛
怒
鞭
督
郵
」
の
図
像
は
、
左
側
に
督
郵
が
両
手
を
縛
ら

20

れ
て
木
の
上
か
ら
吊
り
下
げ
ら
れ
、
中
央
に
張
飛
が
い
て
鞭
を
手
に
持
っ
て
督
郵

を
打
ち
、
右
側
に
二
人
の
人
物
が
い
る
。
（
一
人
は
劉
備
で
あ
ろ
う
が
、
も
う
一

人
は
長
い
髭
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
関
羽
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
）
周
曰
校
本
の

「
張
飛
怒
鞭
督
郵
」
の
図
像
（
図

）
は
、
左
側
下
方
に
督
郵
が
跪
き
、
馬
を
つ

08

【図05：九大20巻本09.22a挿図部分】

【図06：黄正甫本09.22a挿図部分】
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な
ぐ
柱
に
両
手
を
縛
ら
れ
、
張
飛
が
右
手
に
柳
の
枝
を
持
っ
て
左
手
で
督
郵
の
頭

を
押
さ
え
付
け
、
右
側
に
劉
備
と
関
羽
、
さ
ら
に
馬
を
牽
く
人
物
が
い
る
。
背
景

の
左
側
に
部
屋
が
あ
り
、
そ
の
中
に
机
と
紙
・
筆
が
あ
る
。
背
景
の
右
側
に
は
一

本
の
木
が
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
周
曰
校
本
の
図
像
は
九
大

巻
本
に
比
べ
て
き

20

め
細
か
く
精
細
で
あ
る
。
両
者
の
図
に
お
い
て
張
飛
と
督
郵
の
立
ち
位
置
が
大
き

く
異
な
り
、
構
図
が
似
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
両
者
の
図
像
は
大
き
く
異
な
っ

て
お
り
、
九
大

巻
本
の
図
像
は
「
取
法
周
曰
校
本
的
插
图
」
と
は
と
て
も
言
え

20

な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
他
の
版
本
の
「
張
飛
怒
鞭
督
郵
」
の
場
面
の
図
像
を

見
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
朱
鼎
臣
本
の
図
像
（
図

）
は
、
図
の
左
側
に
木
に
縛

09

り
付
け
ら
れ
た
督
郵
が
、
右
側
に
張
飛
が
い
て
、
張
飛
は
右
手
に
鞭
を
持
っ
て
督

郵
を
打
と
う
と
し
て
い
る
。
張
飛
の
右
側
に
は
さ
ら
に
人
物
は
描
か
れ
て
い
な
い

が
、
こ
の
場
面
の
主
た
る
人
物
で
あ
る
張
飛
と
督
郵
の
位
置
が
九
大

巻
本
と
一

20

致
し
て
い
る
。
図
像
の
精
細
さ
も
周
曰
校
本
よ
り
は
大
き
く
劣
る
。
こ
の
よ
う
に
、

九
大

巻
本
の
図
像
は
、
周
曰
校
本
よ
り
も
朱
鼎
臣
本
の
方
が
は
る
か
に
近
い
。

20
確
か
に
、
周
曰
校
本
の
図
像
の
中
に
は
九
大

巻
本
と
よ
く
似
た
も
の
が
な
い

20

わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
「
劉
玄
徳
三
顧
諸
葛
亮
」
の
図
像
（
図

）
は
、
構

11

図
が
比
較
的
似
て
い
よ
う
。
九
大

巻
本
の
図
像
（
図

）
は
、
左
側
に
劉
備
・

20

10

関
羽
・
張
飛
が
立
っ
て
お
り
、
右
側
に
一
人
の
童
子
が
い
て
、
背
景
は
諸
葛
亮
の

草
庵
で
あ
る
。
周
曰
校
本
の
「
劉
玄
徳
三
顧
茅
廬
」
の
図
像
は
、
左
側
に
劉
備
・

関
羽
・
張
飛
が
立
っ
て
い
て
、
右
側
に
童
子
が
立
ち
、
そ
ば
に
鳥
が
一
羽
い
る
。

背
景
は
諸
葛
亮
の
草
庵
と
山
で
、
山
の
間
を
二
人
が
馬
に
乗
っ
て
進
ん
で
い
く
。

両
本
の
図
像
で
、
劉
備
た
ち
三
人
や
童
子
の
立
ち
位
置
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
た
だ
周

曰
校
本
の
図
像
の
方
が
九
大

巻
本
よ
り
は
る
か
に
精
細
で
あ
る
。
さ
ら
に
鄭
少

20

垣
本
の
図
像
（
図

）
を
見
る
と
、
図
題
は
「
玄
德
扣
門
童
子
出
應
」
で
あ
る
が
、

（
一
七
）

12

図
像
は
、
左
側
に
劉
備
・
関
羽
・
張
飛
が
立
っ
て
い
て
、
右
側
に
童
子
が
い
る
。

九州大学所蔵二十巻本『三国志伝』について

【図08：周曰校本01.11b,12a】

【図07：九大20巻本01.6a挿図部分】

【図09：朱鼎臣本01.08b挿図部分】
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図
題
は
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
構
図
は
九
大

巻
本
と
大
差
な
く
、
周
曰
校
本

20

よ
り
も
遥
か
に
似
通
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
周
曰
校
本
の
図
像
の
中
に
は
、
い
く
つ
か
は
九
大

巻
本
と
比

20

較
的
似
て
い
る
も
の
も
存
在
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
あ
る
一
つ
の
特
定
の
場
面
の

絵
を
描
い
た
な
ら
ば
、
た
と
え
そ
れ
ぞ
れ
別
に
描
い
た
と
し
て
も
、
た
ま
た
ま
構

図
が
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
不
思
議
な
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。

一
方
で
、
九
大

巻
本
と
周
曰
校
本
と
で
全
く
別
の
図
像
に
な
っ
て
い
る
か
、

20

構
図
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
例
も
あ
り
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
例
の
方
が
多
い
。

た
と
え
ば
、
九
大

巻
本
の
「
博
望
坡
大
敗
夏
侯
惇
」
の
図
像
（
図

）
は
、
三

20

13

人
の
人
物
と
四
台
の
車
が
描
か
れ
、
車
に
は
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
袋
が
載
せ
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
対
し
周
曰
校
本
の
「
諸
葛
亮
博
望
焼
屯
」
の
図
像
（
図

）
で
は
、

14

山
の
間
が
燃
え
さ
か
り
、
そ
の
中
を
一
人
の
人
物
（
夏
侯
惇
）
が
馬
に
乗
っ
て
逃

げ
て
行
き
、
そ
の
後
を
二
人
の
人
物
が
追
っ
て
い
る
。
左
側
上
に
は
三
人
が
い
て
、

夏
侯
惇
が
逃
げ
て
行
く
様
子
を
見
て
い
る
。
「
博
望
焼
屯
」
の
場
面
の
図
像
は
、

九
大

巻
本
と
周
曰
校
本
と
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
鄭
少
垣
本
の
図

20

像
（
図

）
を
見
て
み
る
と
、
図
題
は
「
火
燒
博
望
魏
軍
大
敗
」
で
、
図
の
中
に

15

は
三
人
と
三
台
の
車
が
描
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
車
に
は
三
つ
の
袋
が
載
っ
て
い
る
。

三
人
の
人
物
の
顔
の
向
き
は
、
九
大

巻
本
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
九
大

巻
本

20

20

と
比
べ
て
車
の
台
数
が
一
台
少
な
い
が
、
構
図
は
非
常
に
似
て
い
る
。

さ
ら
に
い
え
ば
、
九
大

巻
本
は
上
図
下
文
の
形
式
だ
が
、
周
曰
校
本
は
見
開

20

き
二
枚
の
半
葉
を
あ
わ
せ
て
一
枚
の
図
像
と
な
る
。
両
本
の
図
像
の
形
式
も
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
、
九
大

巻
本
の
図
像
は
周
曰
校
本
に
基
づ
い
て

20

成
立
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

で
は
、
九
大

巻
本
の
図
像
は
ど
の
よ
う
な
版
本
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
の
だ

20

ろ
う
か
。

【図10：九大20巻本07.02a挿図部分】

【図11：周曰校本04.55b,56a挿図部分】

【図12：鄭少垣本07.03a挿図部分】
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現
存
す
る
『
三
国
志
演
義
』
の
版
本
の
中
で
、
九
大

巻
本
の
図
像
と
完
全
に

20

一
致
す
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。
簡
本
系
統
の
中
で
、
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
・
「
英

雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
の
上
図
下
文
形
式
の
諸
本
で
、
い
く
つ
か
の
図
像
は
九
大
20

巻
本
と
よ
く
似
た
図
像
も
存
在
す
る
が
、
大
部
分
は
必
ず
し
も
似
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
二
十
巻
繁
本
系
統
の
中
で
は
、
鄭
少
垣
本
の
図
像
で
九
大

巻
本
の
図

20

像
に
似
て
い
る
も
の
は
、
他
の
上
図
下
文
形
式
の
版
本
よ
り
も
い
く
ら
か
多
い
。

し
か
し
そ
れ
で
も
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
構
図
が
異
な
る
図
像
も
多

く
見
ら
れ
る
。
現
存
す
る
上
図
下
文
形
式
の
諸
本
を
見
る
限
り
、
九
大

巻
本
の

20

図
像
は
、
複
数
の
版
本
の
図
像
か
ら
寄
せ
集
め
て
作
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
だ
。
あ

る
い
は
、
現
在
で
は
も
は
や
存
在
し
て
い
な
い
版
本
の
図
像
に
基
づ
い
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

四

最
後
に
巻
一
冒
頭
の
著
者
名
・
書
肆
名
、
す
な
わ
ち
題
署
の
問
題
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

九
大

巻
本
巻
一
第
一
葉
ａ
面
の
下
半
分
は
破
損
し
て
お
り
、
多
く
の
文
字
を

20

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
行
目
の
書
名
も
、
「
攷
訂
按
鑑
通
俗
演
義
三
國
志
傳

卷
」
ま
で
は
読
め
る
が
、
「
卷
」
字
以
下
は
見
え
な
い
。
第
二
行
、
す
な
わ
ち
題

署
の
一
行
目
は
、
た
だ
「
東
原
」
の
み
見
え
、
そ
れ
以
下
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

三
行
目
（
題
署
の
二
行
目
）
は
、
「
古
臨
」
二
文
字
が
あ
り
、
そ
の
後
一
字
文
の

空
白
が
あ
っ
て
、
さ
ら
に
次
の
字
の
上
半
分
の
み
見
え
る
。
お
そ
ら
く
「
冲
」
字

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
四
行
目
（
題
署
の
三
行
目
）
は
「
三
建

書
」
の
み
見

え
、
以
下
は
分
か
ら
な
い
。

こ
の
巻
一
巻
頭
の
題
署
の
問
題
に
つ
い
て
、
周
文
業
氏
が
す
で
に
見
解
を
示
し
、

筆
者
も
ほ
ぼ
周
氏
の
考
え
に
同
意
し
た
い
。
た
だ
周
氏
は
署
名
の
一
行
目
に
つ
い

九州大学所蔵二十巻本『三国志伝』について

【図13：九大20巻本07.12b挿図部分】

【図14：周曰校本04.81b,82a挿図部分】

【図15：鄭少垣本07.19a挿図部分】
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て
、
「
“东
原
”
肯
定
是
“
东
原

罗
贯
中
”
，
各
种
版
本
都
如
此
，
没
有
异
议
」
と

述
べ
て
い
る
。
筆
者
も
基
本
的
に
そ
れ
で
問
題
な
い
と
考
え
る
。
「
東
原
」
の
下

に
は
『
三
国
志
演
義
』
の
作
者
「
羅
貫
中
」
の
名
前
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し

「
東
原

羅
貫
中
」
の
五
文
字
と
一
字
文
の
空
白
で
は
、
題
署
部
分
の
記
述
が
後

述
す
る
と
お
り
な
ら
ば
、
字
数
が
二
行
目
・
三
行
目
と
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
他
の
版
本
の
状
況
を
見
て
み
よ
う
。

葉
逢
春
本
：
東
原

羅

本

貫
中

編
次

（
一
八
）

余
象
斗
本
：
東
原

貫
中

羅
道
本

編
次

鄭
少
垣
本
：
東
原

貫
中

羅

本

編
次

誠
徳
堂
本
：
東
原

羅

本

貫
中

編
次

九
大

巻
本
と
同
一
形
式
の
題
署
に
な
っ
て
い
る
版
本
は
、
こ
の
四
本
の
み
で

20

あ
る
。
こ
の
形
式
を
取
る
版
本
は
、
実
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
こ
の
四
本
の
記

載
を
見
る
と
、
余
象
斗
本
の
み
「
羅
道
本
」
と
な
っ
て
い
る
。
『
三
国
志
演
義
』

の
作
者
を
「
羅
本
、
字
は
貫
中
」
と
す
る
も
の
は
比
較
的
多
い
が
、
「
羅
貫
中
、

字
は
道
本
」
あ
る
い
は
「
羅
道
本
、
字
は
貫
中
」
と
す
る
も
の
は
、
他
に
は
見
ら

れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
筆
者
は
、
九
大

巻
本
の
著
者
名
が
余
象
斗
本
の
よ
う
に

20

な
っ
て
い
る
可
能
性
は
少
な
い
と
考
え
る
。
だ
と
す
る
と
、
九
大

巻
本
の
「
東

20

原
」
以
下
は
、
二
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
は
「
東
原

羅

本

貫
中

編
次
」
、
も
う
一
つ
は
「
東
原

貫
中

羅

本

編
次
」

で
あ
る
。
九
大

巻
本
の
著
者
名
の
「
東
原
」
二
文
字
と
一
文
字
分
の
空
白
の
あ

20

と
を
よ
く
見
て
み
る
と
、
「
└
」
の
よ
う
な
筆
画
と
そ
の
左
側
に
一
本
の
短
い
線

が
見
え
る
。
筆
者
は
、
こ
れ
は
「
貫
」
字
の
一
部
分
だ
と
判
断
し
た
い
。
だ
と
す

る
と
、
九
大

巻
本
の
署
名
一
行
目
「
東
原
」
の
下
は
、
お
そ
ら
く
「
貫
中

羅

20

本

編
次
」
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

周
文
業
氏
は
さ
ら
に
「
“
古
临
”
是

“
古
临

冲
怀

朱
鼎
臣
”
」
と
述
べ
る
。

九
大

巻
本
の
題
署
二
行
目
を
よ
く
見
て
み
る
と
、
「
古
臨
」
二
文
字
と
一
字
分

20

の
空
白
の
後
、
あ
る
一
字
の
上
半
分
が
残
っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
「
冲
」
字
で
あ

ろ
う
と
判
断
で
き
る
。
だ
と
す
る
と
周
文
業
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
署
名
二
行
目

は
「
古
臨

冲
懐

朱
鼎
臣
」
の
可
能
性
が
大
き
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
周
文
業
氏

は
こ
の
「
古
臨

冲
懐

朱
鼎
臣
」
と
い
う
判
断
か
ら
、
九
大

巻
本
を
朱
鼎
臣

20

本
の
一
つ
と
考
え
、
九
大

巻
本
と
従
来
「
朱
鼎
臣
本
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
ハ
ー

20

バ
ー
ド
大
学
燕
京
図
書
館
所
蔵
「
朱
鼎
臣
本
」
と
文
字
を
比
較
し
、
「
九
州
本
在

前
，
哈
佛
本
在
后
，
哈
佛
本
是
九
州
本
的
复
刻
本
」
と
述
べ
る
。
し
か
し
す
で
に

上
述
し
た
よ
う
に
、
九
大

巻
本
と
朱
鼎
臣
本
は
、
い
ず
れ
も
簡
本
「
志
伝
グ
ル

20

ー
プ
」
に
属
す
る
と
は
い
え
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
内
に
お
い
て
両
本
の
文
章
は
差
異

が
大
き
い
。
そ
し
て
両
本
は
継
承
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
並
列
の
関
係
に
あ

る
。
た
と
え
同
一
人
物
の
編
集
・
同
一
書
肆
の
出
版
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
二
本
が

継
承
関
係
に
あ
る
と
容
易
に
判
断
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

簡
本
「
志
伝
グ

（
一
九
）

九州大学所蔵二十巻本『三国志伝』について

【図16：九大20巻本01.01a】

題署部分拡大
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ル
ー
プ
」
の
中
で
、
九
大

巻
本
と
朱
鼎
臣
本
は
そ
れ
ほ
ど
密
接
な
関
係
に
は
な

20

い
。署

名
の
三
行
目
の
「
三
建

書
」
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
周
文
業
氏
の
考
え
に

さ
ら
に
付
け
加
え
る
こ
と
は
な
い
。
「
書
」
字
の
下
は
お
そ
ら
く
「
林
」
字
で
、

「
三
建

書
林
」
で
間
違
い
あ
る
ま
い
。
「
三
建
」
は
地
名
で
、
建
陽
・
建
安
・

建
瓯
の
三
地
区
を
指
す
。
「
三
建

書
林
」
は
「
『
三
建
』
の
『
書
林
』
」
の
意
味

で
あ
っ
て
、
決
し
て
「
三
建
書
林
」
と
い
う
一
つ
の
書
肆
の
名
前
で
は
な
い
。
署

名
の
「
三
建

書
林
」
の
下
に
は
ど
の
よ
う
な
書
肆
名
が
続
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

確
か
に
程
文
が
述
べ
る
よ
う
に
、
「
喬
山
堂
」
も
そ
の
可
能
性
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
れ
が
唯
一
の
可
能
性
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
「
劉
永
茂
」
な
ど
劉
氏

が
経
営
し
て
い
た
書
肆
名
な
ど
、
い
く
つ
も
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
周
文
業
氏
の
文
章
中
に
詳
し
く
説
明
が
あ
る
。
）

五

以
上
、
九
大

巻
本
『
三
国
志
伝
』
と
い
う
版
本
の
性
質
に
つ
い
て
論
じ
て
き

20

た
。
こ
の
本
の
本
文
に
よ
れ
ば
、
間
違
い
な
く
簡
本
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
に
属
す

る
版
本
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
黄
正
甫
本
と
最
も
近
い
関
係
に
あ
る
。
簡
本
「
志

伝
グ
ル
ー
プ
」
の
中
で
、
黄
正
甫
本
の
本
文
は
や
や
特
殊
な
性
格
を
持
っ
て
い
る

と
す
れ
ば
、
九
大

巻
本
は
黄
正
甫
本
と
そ
の
他
の
簡
本
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
諸

20

本
の
中
間
に
位
置
す
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
九
大

巻
本
と
黄
正
甫
本
は
継
承

20

関
係
で
は
な
く
、
並
列
の
関
係
に
あ
る
。
こ
の
点
で
、
二
〇
一
三
年
前
稿
の
中
で

指
摘
し
た
「
九
大

巻
本
与
诚
德
堂
本
有
较
近
的
关
系
」
と
い
う
考
え
方
は
修
正

20

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

九
大

巻
本
の
挿
図
は
、
数
葉
ご
と
に
一
幅
が
上
図
下
文
と
な
る
形
式
で
、
こ

20

の
点
で
は
誠
徳
堂
本
の
挿
図
の
形
式
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
図
像
の
内
容
は
、

九
大

巻
本
と
誠
徳
堂
本
で
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
九
大

巻
本
の
図
像
の

20

20

い
く
つ
か
は
、
二
十
巻
繁
本
系
の
版
本
と
似
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
し
か
し
完

全
に
一
致
す
る
も
の
は
な
い
。
い
く
つ
か
の
版
本
か
ら
寄
せ
集
め
て
作
ら
れ
た
よ

う
に
も
思
え
る
。
挿
図
の
問
題
は
、
あ
ら
ゆ
る
上
図
下
文
形
式
の
版
本
の
図
像
を

大
局
的
に
捉
え
て
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
挿

図
の
伝
播
の
様
子
が
解
明
で
き
る
と
考
え
る
。

九
大

巻
本
は
、
筆
者
が
二
〇
一
三
年
に
九
州
大
学
附
属
図
書
館
を
訪
問
し
た

20

際
、
偶
然
発
見
し
た
版
本
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

『
三
国
志
演
義
』
の
版
本
が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
最
も
驚

嘆
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
マ
ル
タ
ン
・
ボ
ド
メ
ー
ル
財
団

図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
葉
蓬
春
本
四
十
四
葉
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
新
発
見
の
『
三

（
二
〇
）

国
志
演
義
』
版
本
に
は
、
ド
イ
ツ
・
ワ
イ
マ
ー
ル
の
ア
ン
ナ
・
ア
マ
リ
ア
公
爵
夫

人
図
書
館
所
蔵
の
美
玉
堂
刊
『
三
国
英
雄
志
伝
』
や
、
遼
寧
図
書
館
所
蔵
の
十
二

巻
本
松
盛
堂
刊
『
三
国
英
雄
志
伝
』
、
張
青
松
氏
所
蔵
の
致
和
堂
刊
『
三
国
英
雄

志
伝
』
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
新
発
見
資
料
は
、
ス
イ
ス
葉
蓬
春
本
を
除
け
ば
、

大
部
分
は
清
刊
の
簡
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
刊
行
年
が
遅
く
、
か
つ
文
章
が
簡
略

化
さ
れ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
『
三
国
志
演
義
』
の
版
本
変
遷
過
程
と
流
行
状
況

を
示
す
価
値
の
高
い
資
料
で
あ
る
。
今
後
も
従
来
知
ら
れ
て
い
な
い
新
資
料
が
次

々
と
発
見
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
刊
行
年
の
早
晩
や
文
章
の
繁
簡
に
関
わ
ら
ず
、

こ
れ
ら
新
発
見
資
料
に
対
し
て
真
摯
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
う
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
三
国
志
演
義
』
版
本
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
点
を
解
明

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

《
注
》

（
一
）
中
川
諭
「
『
李
卓
吾
先
生
批
評
三
国
志
』
に
つ
い
て
」
（
『
三
国
志
研
究
』

第
十
一
号
、
三
国
志
学
会
、
二
〇
一
六
年
）
。
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（
二
）

『
第
十
二
届
中
国
古
代
小
说
、
戏
曲
文
献
暨
数
字
化
国
际
研
讨
会
论
文

集
』
（
復
旦
大
学
語
言
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
）
。

（
三
）
『
文
献
』
、
二
〇
一
九
年
三
期
。

（
四
）
『
中
国
小
说
论
坛
论
文
集
』
（
山
東
大
学
文
学
院
，
二
〇
一
九
年
）
。

（
五
）
中
川
諭
『
「
三
国
志
演
義
」
版
本
の
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八

年
）
。
こ
の
例
は
拙
著
に
お
い
て
、
簡
本
系
が
さ
ら
に
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
使
用
し
た
個
所
で
あ
る
。

（
六
）
『
新
刊
校
正
古
本
大
字
音
釈
三
国
志
通
俗
演
義
』
十
二
巻
。
周
曰
校
本
に

は
甲
本
・
乙
本
・
丙
本
の
区
別
が
あ
る
。
甲
本
は
中
国
社
会
科
学
院
文
学
研

究
所
藏
（
巻
六
・
七
・
九
）
、
乙
本
は
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
・
北
京
大
学

図
書
館
（
巻
一
・
二
・
六
・
九
～
十
二
）
蔵
。
丙
本
は
名
古
屋
市
蓬
左
文

庫
・
国
立
公
文
書
館
等
蔵
。
中
川
諭
「
周
曰
校
刊
『
三
国
志
演
義
』
の
甲

本
・
乙
本
・
丙
本
」
（
『
林
田
慎
之
助
博
士
傘
寿
記
念
三
国
志
論
集
』
（
三
国

志
学
会
、
汲
古
書
院
，
二
〇
一
二
年
）
参
照
。
本
稿
に
お
け
る
周
曰
校
本
の

本
文
と
図
像
の
引
用
は
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
所
蔵
の
乙
本
を
用
い
る
。

（
七
）
『
音
釈
補
遺
按
鑑
演
義
全
像
批
評
三
国
志
伝
』
二
十
卷
。
建
仁
寺
両
足
院

（
巻
一
～
八
・
十
九
・
二
十
）
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
（
巻
七
・

八
）
・
ド
イ
ツ
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
立
図
書
館
（
巻
九
、
十
）
・
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
図
書
館
（
巻
十
一
・
十
二
）
・
大
英
博
物
館
（
巻
十

九
・
二
十
）
蔵
。
本
稿
に
お
け
る
余
象
斗
本
の
本
文
と
図
像
の
引
用
は
、
国

家
図
書
館
出
版
社
出
版
の
影
印
本
（
『
日
英
徳
蔵
余
象
斗
刊
本
批
評
三
国
志

伝
』
、
二
〇
一
三
年
）
を
用
い
る
。

（
八
）
『
新
刻
音
釈
旁
訓
評
林
演
義
三
国
志
史
伝
』
二
十
巻
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

燕
京
図
書
館
・
ロ
ン
ド
ン
博
物
院
図
書
館
蔵
。
本
稿
に
お
け
る
朱
鼎
臣
本
の

本
文
と
図
像
の
引
用
は
、
国
家
図
書
館
出
版
社
出
版
の
影
印
本
（
『
美
国
蔵

朱
鼎
臣
輯
本
三
国
志
史
伝
』
、
二
〇
一
四
年
）
を
用
い
る
。

（
九
）
『
新
刻
按
鑑
演
義
全
像
三
国
英
雄
志
伝
』
二
十
巻
。
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
。

本
稿
に
お
け
る
楊
美
生
本
の
本
文
の
引
用
は
、
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
の
複

写
を
用
い
る
。

（
一
〇

）
『
新
刻
京
本
補
遺
通
俗
演
義
三
国
志
伝
』
二
十
巻
。
台
湾
故
宮
博
物
院
・

石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
・
東
北
大
学
附
属
図
書
館
（
巻
一
～

六
）
蔵
。
本
稿
に
お
け
る
誠
徳
堂
本
の
本
文
と
図
像
の
引
用
は
、
国
家
図
書

館
出
版
社
影
印
本
（
『
北
平
旧
蔵
熊
清
波
誠
徳
堂
刊
本
三
国
志
全
伝
二
十

巻
』
、
二
〇
〇
五
年
）
を
使
用
す
る
。

（
一
一

）
『
新
刻
攷
訂
按
鑑
通
俗
演
義
全
像
三
国
志
伝
』
二
十
巻
。
中
国
国
家
図
書

館
蔵
。
本
稿
に
お
け
る
黄
正
甫
本
の
本
文
と
図
像
の
引
用
は
、
北
京
図
書
館

出
版
社
影
印
再
造
善
本
（
『
新
刻
攷
訂
按
鑑
通
俗
演
義
全
像
三
国
志
伝
』
、

二
〇
〇
四
年
）
を
用
い
る
。

（
一
二

）
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
の
楊
美
生
本
に
も
こ
の
一
句
が
見
ら
れ
る
。
黄

正
甫
本
の
文
章
は
や
や
特
殊
な
性
質
を
持
っ
て
い
て
、
そ
の
文
章
が
他
の
志

伝
グ
ル
ー
プ
」
と
異
な
る
時
、
全
く
独
自
な
文
章
で
あ
っ
た
り
、
「
英
雄
志

伝
グ
ル
ー
プ
」
の
文
章
と
似
て
い
た
り
す
る
。
黄
正
甫
本
は
確
か
に
「
志
伝

グ
ル
ー
プ
」
に
属
す
る
版
本
で
あ
る
が
、
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
と
一
定

の
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
問
題
は
、
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

（
一
三

）
『
新
刻
京
本
按
鑑
演
義
合
像
三
国
志
伝
』
二
十
巻
。
天
理
大
学
附
属
天
理

図
書
館
蔵
。
本
稿
に
お
け
る
天
理
図
本
の
本
文
の
引
用
は
、
同
館
蔵
本
の
複

写
を
用
い
る
。

（
一
四

）
中
川
諭
「
黄
正
甫
刊
『
三
国
志
伝
』
三
考
」
（
『
三
国
志
研
究
』
第
五
号
、

二
〇
一
〇
年
、
三
国
志
学
会
）
。

（
一
五

）
二
〇
一
三
年
前
稿
は
執
筆
時
間
の
関
係
で
、
た
だ
九
大

巻
本
と
誠
徳
堂

20

本
が
「
数
葉
一
幅
」
の
形
式
が
似
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
の
み
で
、
九
大
20

巻
本
と
誠
徳
堂
本
の
図
像
と
そ
れ
に
基
づ
く
両
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
触
れ
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て
い
な
い
。
し
か
し
程
文
は
二
〇
一
三
年
前
稿
の
意
図
を
曲
解
し
、
「
两
者

的
插
图
方
式
仅
仅
是

“
形
似
”
，
中
川
谕
谓

“
九
大

巻
本
的
插
图
方
式
与

20

诚
德
堂
本
很
相
似
”
的
说
法
并
不
准
确
」
と
二
〇
一
三
年
前
稿
を
批
判
し
て

い
る
。
筆
者
は
九
大

巻
本
の
挿
図
の
具
体
的
内
容
に
言
及
し
て
い
な
い
以

20

上
、
程
文
の
批
判
は
全
く
的
外
れ
で
あ
る
。

（
一
六

）
程
文
が
示
す
図
の
題
目
の
比
較
表
に
は
誤
り
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
誠
徳

堂
本
巻
一
の
図
題
を
「
卓
立
陳
留
為
帝
」
と
し
て
い
る
が
、
実
際
は
「
董
立

陳
留
為
帝
」
で
あ
る
。
そ
し
て
八
十
六
ペ
ー
ジ
の
注
釈
（

）
で
、
「
诚
德

1

堂
本
第
一
卷
有
缺
叶
，
“
曹
操
谋
杀
董
卓
不
就
私
奔
”
一
则
之
后
的
内
容
均

缺
失
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
誠
徳
堂
本
巻
一
に
は
欠
葉

は
な
く
、
「
曹
操
謀
殺
董
卓
不
就
私
奔
」
の
一
則
の
後
、
巻
一
の
最
後
「
袁

紹
孫
堅
奪
玉
璽
」
ま
で
、
内
容
も
文
章
も
す
べ
て
存
在
し
て
い
る
。

（
一
七

）
『
新
鍥
京
本
校
正
通
俗
演
義
按
鑑
三
国
志
伝
』
二
十
巻
。
国
立
公
文
書

館
・
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
・
尊
経
閣
文
庫
蔵
。
本
稿
に
お
け
る
鄭
少
垣
本
の

図
像
は
、
国
立
公
文
書
館
蔵
本
の
写
真
を
用
い
る
。

（
一
八

）
『
新
刊
通
俗
演
義
三
国
志
史
伝
』
十
巻
。
ス
ペ
イ
ン
・
エ
ス
コ
リ
ア
ル
修

道
院
蔵
（
巻
一
・
二
・
四
〜
十
）
。

（
一
九

）
余
象
斗
双
峰
堂
は
二
度
に
わ
た
っ
て
『
三
国
志
伝
』
を
刊
行
し
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
は
必
ず
し
も
継
承
関
係
に
は
な
い
。
注
（
五
）
前
掲
拙
著
参
照
。

（
二
〇

）
中
山
大
学
博
士
後
の
劉
蕊
氏
に
よ
っ
て
、
ス
イ
ス
の
葉
蓬
春
本
が
発
見
さ

れ
た
。
二
〇
一
八
年
に
筆
者
は
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
第

二
届
世
界
漢
学
論
壇
に
参
加
し
た
際
、
劉
蕊
氏
と
面
会
し
、
劉
蕊
氏
よ
り

『
三
国
志
演
義
』
残
本
の
写
真
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
筆
者
と
上
原
究
一

氏
と
で
鑑
定
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
数
十
葉
は
葉
蓬
春
本
の
残
葉
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
ス
ペ
イ
ン
葉
蓬
春
本
と
同
版
で
あ
り
、
ま
た

ス
イ
ス
本
の
方
が
ス
ペ
イ
ン
本
よ
り
も
印
刷
が
早
い
。
嘉
靖
二
十
七
年
に
刊

行
さ
れ
た
葉
逢
春
本
が
二
種
類
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

劉
蕊
氏
に
よ
る
一
大
発
見
で
あ
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
「
『
三
国
英

雄
志
伝
』
諸
本
の
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

九州大学所蔵二十巻本『三国志伝』について
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